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明
和
中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
と

役
場
東
側
駐
車
場
で
10
月
23
日
午

前
、
町
総
合
防
災
訓
練
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
訓
練
は
、
災
害
が
起
こ
っ

た
と
き
、
自
分
自
身
の
身
の
安
全

を
守
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
良

い
か
を
テ
ー
マ
に
、
明
和
消
防
署

員
や
消
防
団
員
を
は
じ
め
、
県
防

災
航
空
隊
、
町
職
員
、
住
民
ら
約

防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
要
救
助
者
の
搬
送
作
業
の
様
子
。

町町町町
総総総総
合合合合
防防防防
災災災災
訓訓訓訓
練練練練
とととと
防防防防
災災災災
講講講講
演演演演
会会会会
にににに

延延延延
べべべべ
８８８８
００００
００００
人人人人
がががが
参参参参
加加加加

土
の
う
積
み
の
説
明
を
聞
く
参
加
者
。

リ
ュ
ッ
ク
式
の
非
常
用
飲
用
水
袋
。

三
角
き
ん
の
使
い
方
の
指
導
を
受
け
る

参
加
者
。

消
防
団
員
に
よ
る
一
斉
放
水
。

な
ど
を
熱
心
に
尋

ね
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
中
央

公
民
館
で
開
催
さ

れ
た
防
災
講
演
会
に
も
２
０
０
人

を
超
え
る
参
加
が
あ
り
、
町
民
の

災
害
へ
の
関
心
の
高
さ
を
う
か
が

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

６
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
い

ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
地
震
発
生
情

報
を
耳
に
す
る
中
、
基
礎
的
な
応

急
救
護
や
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
に
よ
る

消
火
活
動
、
事
故
車
か
ら
の
救
助

車
両
に
よ
る
救
出
訓
練
、
防
災
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
で
の
け
が
人
搬
送
な

ど
実
践
的
な
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し

た
。ま

た
、
身
体
障
害
者
用
ト
イ
レ

や
非
常
食
の
展
示
、
防
災
グ
ッ
ズ
、

防
災
学
習
の
コ
ー
ナ
ー
な
ど
で
、

参
加
者
は
防
災
グ
ッ
ズ
の
使
い
方

濃
煙
テ
ン
ト
で
煙
の
中
の
状
態
を
体
験
す
る
児
童
。
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消
防
団
員
に
チ
ェ
ー
ン
・
ソ
ー
の
使
い

方
を
説
明
す
る
明
和
消
防
署
員
。

消
火
器
の
使
い
方
を
体
験
す
る
児
童
。

事
故
車
か
ら
の
救
出
の
実
演
を
す
る
松
阪
消
防
署

レ
ス
キ
ュ
ー
隊
員
。

フ
ィ
ジ
ー
の
消
防
署
員

が
明
和
消
防
署
で

技
術
実
務
研
修

●総合防災訓練

機
械
器
具
の
点
検
を
受
け
る
団
員
。

消
防
団
が
非
常
召
集

訓
練
と
秋
季
訓
練
を

実
施

防
災
行
政
無
線
で
明
和
町
消
防

団
（
藪
谷
一
雄
団
長
）
の
非
常
招

集
を
行
う
訓
練
が
11
月
13
日
の
早

朝
、
大
淀
漁
港
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
前
６
時
、
無
線
で
招
集
が
か

か
る
と
、
20
分
以
内
に
消
防
団
小

型
ポ
ン
プ
積
載
車
８
台
50
人
が
サ

イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
な
が
ら
漁
港
に

集
合
。
各
積
載
車
が
漁
港
の
海
水

を
く
み
上
げ
、
ポ
ン
プ
で
一
斉
放

水
し
ま
し
た
。

同
日
、
消
防
団
の
秋
季
訓
練
が

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
、
消

防
団
員
１
５
０
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
こ
の
訓
練
で
は
、
各
個
・
小

隊
訓
練
や
中
隊
訓
練
、
機
械
器
具

点
検
、
体
力
練
成
と
し
て
分
団
対

抗
綱
引
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

一
糸
も
乱
れ
な
い
各
訓
練
か
ら

は
、
消
防
団
員
の
防
災
に
対
す
る

意
気
込
み
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

国際協力機構（JICA）地域提案

型事業の一環として松阪地区広域

消防組合消防本部が約２カ月間実

施する国際消防技術実務研修に、

フィジー諸島共和国の消防署員の

ナザニエリ・レスさんとジョヴェ

サ・ロンガイヴァウ・トラさんが

参加し、11月２日に明和消防署

を訪れました。

この研修は、フィジーの現状に

即した消火・救助技術訓練、フィ

ジー国家消防庁および研修員が抱

えている課題への解決、帰国後に広く技術普及活動するための

指導力の習得が目的です。在日中は、山岳救助訓練や水難救助

訓練などさまざまな研修を行います。明和消防署では、ロープ

の結び方や煙道からの救助訓練を行いました。

一
斉
放
水
の
様
子
。（
大
淀
漁
港
）
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高齢者の低栄養を予防しようと10月31日、

食生活改善推進連絡協議会員５人が斎宮地区

老人会料理講習会をいつき会館で開き、26

人が参加しました。

この日の献立は、サトイモとキノコのネギ

炒めやイモういろうなど、地産地消と季節を

考慮に入れた４品。三角きんとエプロンを着

けた参加者は、和気あいあいと料理をしてい

ました。

その後、出来上がった料理の出来具合など

を話し合いながら食べました。

斎宮老人会が料理講習会

新しい仲間との出会いの中で子どもたちの

社会性・協調性が育ってほしいと10月11・

12の両日、曽爾高原さわやかトライアル

2005（青少年育成町民の会・町教育委員会

共催）が奈良県国立曽爾少年自然の家で行わ

れ、町内６小学校の４年生から６年生までの

36人が参加しました。

登山や星空教室などの活動を通して、初め

て会った児童同士がまるで一つの学級のよう

に仲よくなりました。感想文の中に多かった

「みんなありがとう」の言葉が印象的でした。

曽爾高原で仲間づくり

親子、特
に父親

が参加で
きる行事

を企画し
て子育て

を支援
したい

と

10月29
日、子育

て支援団
体おむす

び（乾　
茂子代表

）

が「パパ
とペタペ

タ貝でお
絵かき」

をいつき
のみや歴

史体験館
で開き、

14家族3
9人が参

加しまし
た。

この日は
、講師に

MAPみえ
子どもの

城指導員
の伊達伝

司さ

んを迎え
、くだい

たアコヤ
貝をタイ

ルに張り
つけるら

でん細

工を行い
ました。

参加者た
ちは、魚

やアニメ
キャラク

ター、花
、昆虫な

ど思

い思いの
形にアコ

ヤ貝を張
ってニス

で仕上げ
ました。

また、

「思った
とおりの

形にくだ
くのが難

しい」「
チョウの

羽のとこ

ろが難し
かった。

作品は部
屋に飾り

たい」と
話してい

ました。

パパとペ
タペタ貝

でお絵か
き

4



国史跡斎
宮跡のコ

スモスを
押し花に

しては

がきを作
る押し花

教室（緑
のまちづ

くり推進

委員会主
催）が1

1月５日
、国史跡

斎宮跡休

憩所で開
かれ、3

2人が参
加しまし

た。

この催し
は、同委

員会が行
う「花い

っぱい

運動」で
同史跡内

の畑で育
てられた

コスモス

を利用し
て、作品

を作ろう
と開催さ

れたもの

です。こ
の日は、

「押し花
かすみ草

」講師の

福田加代
さんがあ

らかじめ
押し花に

しておい

たコスモ
スやデイ

ジーなど
を和紙は

がきにレ

イアウト
して張り

、完成さ
せました

。

押し花で
はがきづ

くり

手作りのクリスマスを楽しんでほしいと

11月５日、めいわ市民活動サポートセンタ

ーで同センターするする会員の辻　文さんが

クリスマスリース作り教室を開き、８人が参

加しました。

このリースは、木などでできた直径約15

㌢のリングにプリザーブドフラワーのバラや

アジサイ、木の実などをグルーガンで接着し

て完成。近所の友人と参加した人は、「かわ

いいね」「クリスマスツリーの頂点か玄関に

飾りたい」と話していました。

クリスマスリースに挑戦

総合体育館柔道場で10月28日、藤原由佳

里さんを講師に迎えて親子体操教室が開か

れ、６家族16人が参加しました。

この教室は、親子で遊びながら触れ合って

もらい、またエアロビクスに興味を持っても

らおうと企画されました。

参加者は自己紹介をした後、音楽に合わせ

て親子でリズムに乗って踊ったり、ボールで

ゲームなどをしたりしました。

参加した子どもたちは、お母さんと一緒に

楽しそうに体を動かしていました。

親子でエアロビクス

町人権センターで10月29・30の両日、交

流祭が行われ、延べ400人が訪れました。

社会福祉の向上やあらゆる人権問題の解決

を図るための拠点である同センターで地域交

流を目的として行われるこの催しは、今年で

９回目を迎えました。「めでたや」の皆さん

によるもちつきパフォーマンスで始まった交

流祭は、バザーや紙すきなどの体験教室、楽

器演奏など各教育集会所の発表、各サークル

の手芸や陶芸などの作品展示などがあり、大

勢の人でにぎわいました。

人権センターで交流祭

5
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町 民 バ 
ス に 乗 っ て み ま せ ん 

か ！ 

中央公民館で戦没者追悼式

第34回明和町戦没者追悼式が10

月22日、中央公民館で厳かに営ま

れ、遺族たち約250人が639柱の戦

没者のめい福を祈りました。

この日は全員が英霊に黙とうを

した後、町長の式辞や遺族会代表

の追悼の言葉などがありました。

遺族たちが次々と献花して、式を

締めくくりました。

暁幼稚園で祖父母参観

暁幼稚園で11月12日、祖父母参

観があり、園児36人の遊ぶ様子を

その祖父母たちが見学したり、一

緒に遊んだりしました。

参観の中で、園児たちは手作り

のプレゼントを祖父母たちに手渡

すなどしました。また、園庭で園

児と祖父母が玉入れを競い、交流

を深めました。

ふれあい広場でゲートボール

斎宮歴史博物館ふれあい広場芝

コートで10月25日、第45回明和町

ゲートボール大会が開かれ、町ゲ

ートボール協会の10チーム69人が

参加しました。

この日は秋晴れの中、和気あい

あいと競技が進められました。

なお、同大会の結果は16ページ

をご覧ください。

明和スポーツまつり明和スポーツまつり

早朝の雨も上がりさわやかな秋晴れとなった

10月16日、明和スポーツまつりが明和中学校の

グラウンドで開催されました。

当日は大勢の町民が参加し、幼児から高齢者

まで、さまざまな年代の出場者がフリーの種目

で一緒に楽しみました。

地区対抗リレーの結果は次の通りです。

小学生男子＝①修正②大淀③斎宮、小学生女
子＝①斎宮②大淀③修正、中学生男子＝①斎宮
②上御糸③大淀、中学生女子＝①斎宮②上御糸
③大淀、年代別＝①下御糸②明星③斎宮

フォトアルバムフォトアルバム

気
持
ち
を
ひ
と
つ
に
し
て
大
玉
運
び
。明和中学校吹奏楽部の皆さんごくろうさま。

ドキドキわくわく入場行進。
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広報めいわ　広報めいわ　2005年12月号月号 広報めいわ　2005年12月号 

中学生女子リレーは斎宮が１位でした。

マットに倒れ込む５人６脚競争のお父さんたち。

元気いっぱい、老人クラブ連合会の５色玉入れ。

ネットをくぐるのは難しい。

お母さんと一緒に駆けっこ。

いつきのみや浪漫
ろまん

まつり

いつきのみや歴史体験館と西芝生広

場で10月16日、いつきのみや浪漫まつ

りが開催され、町内外から約3,800人

が訪れてにぎわいました。

この日は、水干（すいかん）を着た

町内小学校児童８人による子どもけま

りやかるたちらしとりなどの伝統芸

能、ざいしょ鍋やおもちのふるまいな

どがありました。また、十二単（ひと

え）を着た今年度斎王役の田端乃里子

さんたちによる寿（ことほぎ）の儀も

あり、訪れた人たちの目を楽しませて

いました。
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７月に開催された大淀祇園祭と花火大会のフォトコンテ

ストの入賞者が10月11日に発表され、11月19日に表彰式

が行われました。

フォトコンテストには町内外から51点の応募があり、町

観光協会理事の選考の結果、会長賞には広脇　要さん（明

和町）の作品「大淀の祇園さん」が選ばれました。そのほ

かの入賞者は次の皆さんです。

町長賞＝加藤和弘（津市）、委員長賞＝島　哲司（松阪市）、
特別賞＝内山楠悟（伊勢市）西村庄司（明和町）下井泰子

（明和町）加藤ゆか（明和町）

フォトコンテスト

「大淀祇園祭と花火大会」
入賞作品決まる

不不
法法
投投
棄棄
防防
止止

啓啓
発発
ポポ
スス
タタ
ーー
展展
のの

受受
賞賞
者者
がが
決決
定定

伊
勢
地
域
不
法
投
棄
防

止
対
策
協
議
会
に
よ
る
同

協
議
会
加
盟
市
町
村
の
小

中
学
生
を
対
象
に
し
た
不

法
投
棄
防
止
啓
発
ポ
ス
タ

ー
展
で
、
明
和
町
か
ら
次

の
皆
さ
ん
が
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

明
和
町
長
賞
＝
脇
坂

栞
（
明
和
中
３
年
）
▽
優

秀
賞
＝
下
村
拳
司
（
明
星

小
６
年
）
山
根
悠
香
（
明

和
中
１
年
）
伊
藤
賢
人

（
明
和
中
３
年
）
▽
佳
作
＝

前
西
琴
葉
（
明
星
小
２
年
）

西
口
恵
奈
（
明
和
中
１
年
）

浅
沼
駿
也
（
明
和
中
３
年
）

受
賞
作
品
は
、
今
後
の

イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
活
用
さ

れ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
環
境
課

（
TEL
52-

７
１
１
７
）
へ
。

脇坂　栞さんの作品。

会長賞の広脇　要さんの作品「大淀の祇園さん」。

〈写真右から〉脇坂　栞さん　西口恵奈さん　山根悠香さん　浅沼
駿也さん　伊藤賢人さん　前西琴葉さん　下村拳司さん。

河川名 
項　　　目 備　　考 

ＰＨ ＳＳ ＤＯ 採水日 

祓　川 10月７日 

10月７日 

10月７日 

※ＰＨ（水素イオン濃度＝水の酸性、アルカリ性の程度を示し、７前後

が標準河川水）、ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量＝水中の有機物が微生

物の働きによって分解されるときに消費される酸素量で、河川の汚濁

を測る代表的な指標）、ＳＳ（浮遊物質量＝水中に浮遊している微細な

固型物の量）、ＤＯ（溶存酸素＝水中に溶解している酸素量で、汚濁が

著しい河川では通常低い値を示し、魚類が生存できなくなる） 

大堀川   

笹笛川  

三
河
川
の
水
質 

ＢＯＤ 

7.6

7.1

5.6

検出されず 

0.5

0.7

3.0 

 5.0

6.0

7.3

7.5

6.4

（0.5未満） 
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町
長
表
彰
と
体
育
協
会
長
表
彰

の
受
賞
者
発
表

次
の
皆
さ
ん
が
、
各
種
目
で
東

海
大
会
以
上
の
大
会
や
県
大
会
で

３
位
以
上
の
成
績
を
残
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
ス
ポ
ー
ツ
に
親

し
ん
で
活
躍
し
て
く
だ
さ
い
。

【
平
成
16
年
度
分
】

◎
体
育
協
会
長
表
彰

■
一
般
（
個
人
）
相
撲
監
督
＝
石

川
元
司
▽
柔
道
＝
松
下
達
也
▽

ゴ
ル
フ
＝
山
田
　
歩

■
高
等
学
校
（
個
人
）

相
撲
＝

太
田
　
秀
▽
サ
ッ
カ
ー
＝
大
平

渉
太

■
中
学
校
（
個
人
）
水
泳
＝
北
村

崚
　
北
村
　
渉

■
小
学
校
（
個
人
）

バ
ド
ミ
ン

ト
ン
＝
中
西
健
斗
　
中
西
理
緒

▽
日
本
拳
法
＝
山
路
悠
加

【
平
成
17
年
度
分
】

◎
町
長
表
彰

高
木
春
男
　
浅
沼
利
幸

◎
体
育
協
会
長
表
彰

■
一
般
（
個
人
）
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
＝
木
戸
口
美
智
子
　
本

山
真
紀
　
佐
々
木
鈴
子
　
高
森

祐
子
▽
ゴ
ル
フ
＝
山
田
　
歩
▽

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
＝
須
賀
透
雄
▽

陸
上
＝
北
出
真
巳

■
高
等
学
校
（
個
人
）

バ
レ
ー

ボ
ー
ル
＝
北
岡
和
浩
▽
レ
ス
リ

ン
グ
＝
須
賀
　
聡
▽
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
＝
冨
山
美
穂
　
西
川
真
衣

廣
　
麻
衣
　
山
本
か
な
み
▽
弓

道
＝
村
上
　
愛
▽
陸
上
＝
辻

昌
平

■
中
学
校
（
団
体
）
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
＝
明
和
中
学
校
女
子
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
部

■
中
学
校
（
個
人
）
日
本
拳
法
＝

綿
民
恭
子
　
山
路
彩
加
　
田
中

寛
之
▽
水
泳
＝
北
村
　
崚
　
竹

本
裕
冴
▽
柔
道
＝
渡
辺
大
志

向
井
　
響
　
井
尻
こ
の
み

■
小
学
校
（
個
人
）
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
＝
中
西
理
緒
▽
卓
球
＝
鈴
木

悠
理
▽
柔
道
＝
倉
野
由
紀
▽
陸

上
＝
西
村
美
佑
▽
日
本
拳
法
＝

山
路
悠
加
　
山
出
朋
幸
　
鈴
木

啓
介

■
幼
児
（
個
人
）
日
本
拳
法
＝
小

野
真
幸

中央公民館で11月３日、青少年の

つどい（明和町青少年育成町民の会

主催）が開かれ、約300人が訪れまし

た。

青少年の発表の場を設けるととも

に世代間の交流を図ろうと、第１部

は青少年によるダンスの発表があり

ました。幼児から青年までの５組41

人が、息の合ったヒップホップなど

のダンスを披露。そろいの衣装のか

わいいダンスや迫力のあるダンスに、

会場からは盛大な拍手が起こってい

ました。

ヒップホップダンス＆お笑いライブ

また、笑いを交えたバリアフリー論などで福祉に関

心を持ってほしいと、第２部はホーキング・青山さん

によるお笑いライブ『身障者芸人・ホーキング・青山

の「七転八転」爆笑人生!!』がありました。ホーキン

グ・青山さんはお笑い芸人を目指すまでの経緯などを

軽妙な語り口で語り、会場を沸かせていました。

シ
ゲ
キ
ッ
ク
ス
の
皆
さ
ん
。

光
線
（
ビ
ー
ム
）
の
皆
さ
ん
。

DANCE CHILDの皆さん。 K2K2+Qの皆さん。

D.D.KIDSの皆さん。

広報めいわ　広報めいわ　2005年12月号月号 広報めいわ　2005年12月号 
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人権課 TEL52-7116・FAX52-7133
町人権センター TEL・FAX55-3052

学校教育課TEL52-7123・FAX52-7133
生涯学習課TEL52-7124・FAX52-7133

人権センター12月の講座案内

●おせち料理を作ろう！

■とき 12月17日（土） 午前９時～正午

■ところ 町人権センター

■講師 村林新吾さん（県立相可

高等学校食物調理科教諭）

■参加費 1,500円

■定員 15人（先着順）

■持ち物 エプロン・ふきん・三

角きん

■受講資格 町内在住・在勤者

■申し込み 12月５日（月）～９
日（金）の午前９時～午後５時に同センターへ

※詳しくは、同センターへ。

特
設
人
権
相
談
所
を
、
次
の
と

お
り
開
設
し
ま
す
。

い
じ
め
・
差
別
・
隣
人
関
係
な

ど
で
お
悩
み
の
人
は
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料

で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

■
と
き

12
月
14
日
（水）

午
前

９
時
30
分
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ

町
人
権
セ
ン
タ
ー

■
相
談
員

人
権
擁
護
委
員

※
詳
し
く
は
、
人
権
課
へ
。

革
細
工
教
室

ひ
と
・
ま
ち
・
ふ
れ
あ
い
企
画

国
際
連

合
（
国
連
）

は
、
１
９

４

８

年

（
昭
和
23

年
）
12
月

10
日
に
世

界
人
権
宣

言
を
採
択
し
、
こ
れ
を
記
念
し
て
、

12

月

10

日

を

「

人

権

デ

ー

（H
u
m
an
R
ig
h
ts
D
ay
)

」
と

定
め
ま
し
た
。
法
務
省
お
よ
び
全

国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、

各
関
係
機
関
お
よ
び
団
体
の
協
力

を
得
て
、
「
人
権
デ
ー
」
を
最
終

日
と
す
る
１
週
間
（
12
月
４
日
〜

12
月
10
日
）
を
「
人
権
週
間
」
と

定
め
、
国
民
に
人
権
デ
ー
の
趣
旨

を
訴
え
る
と
と
も
に
人
権
意
識
の

普
及
高
揚
を
図
っ
て
い
ま
す
。
明

和
町
も
、
12
月
５
日
（月）
の
早
朝

に
近
鉄
明
星
・
斎
宮
両
駅
で
、
夕

刻
に
イ
オ
ン
明
和
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
で
街
頭
啓
発
を
行
い
ま

す
。ま

た
、
三
重
県
で
は
１
９
９
０

年
（
平
成
２
年
）
３
月
の
県
議
会

で
「
人
権
県
宣
言
」
が
決
議
さ
れ
、

翌
年
か
ら
人
権
週
間
を
含
む
11
月

■
と
き

12
月
６
日
（火）

開

場
＝
午
後
５
時
30
分
▽
開
演
＝

午
後
６
時
30
分

■
と
こ
ろ

総
合
体
育
館

■
演
題

夜
回
り
先
生
・
水
谷
修

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
〜
い
い
も
ん
だ

よ
、
生
き
る
っ
て
〜

■
講
師

水
谷
　
修
さ
ん

■
入
場
料

無
料
（
整
理
券
不
要
）

※
詳
し
く
は
、
人
権
課
へ
。

福
祉
と
人
権
の

ま
ち
づ
く
り
講
演
会

特
設
人
権
相
談
所

の
開
設

人
権
デ
ー
と

人
権
週
間

プ
ラ
ザ
を

利
用
で
き
ま
す

人権センター健康管理室
マッサージ機など健康器具も備えていま

す。ご自由にお使いください。
■利用時間
月曜日～金曜日＝午
前９時～午後５時
土曜・日曜日＝午前
９時～午後９時

革
細
工
教
室
で
コ
ー
ス
タ
ー
を

を
作
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
と
き

12
月
22
日
（木）

午
前

９
時
30
分
〜
正
午

■
と
こ
ろ

町
人
権
セ
ン
タ
ー

■
参
加
費

５
０
０
円

■
定
員

８
人
（
先
着
順
）

■
申
し
込
み

12
月
12
日
（月）
〜

16
日
（金）
の
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
に
同
セ
ン
タ
ー
へ

※
詳
し
く
は
、
同
セ
ン
タ
ー
へ
。

健
康
増
進
と
教
養
活
動
の
施
設

と
し
て
、
「
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
」

（
佐
田
）
と
「
斎
宮
ふ
れ
あ
い
プ

ラ
ザ
」
（
斎
宮
）
が
あ
り
ま
す
。

利
用
し
た
い
人
は
人
権
課
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

11
日
か
ら
12
月
10
日
ま
で
の
１
カ

月
間
を
「
差
別
を
な
く
す
強
調
月

間
」
と
し
て
い
ま
す
。
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年
末
年
始
の
ご
み
は
通
常
よ
り

も
大
変
多
く
排
出
さ
れ
る
た
め
、

「
燃
や
せ
る
ご
み
」
を
優
先
し
て

回
収
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
リ
サ

イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
出
す
資

源
化
物
の
回
収
期
間
が
大
変
開
い

て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
各
自
抑
制

し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

年
末
年
始
の
ご
み
・
資
源
化
物

回
収
日
程
に
つ
い
て
は
、
下
記
表

で
確
認
し
て
い
た
だ
く
か
、
年
度

初
め
に
各
戸
配
布
し
た
『
ご
み
集

積
所
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
』
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

伊
勢
広
域
環
境
組
合
清
掃
工
場

で
は
、
年
末
に
ご
み
を
直
接
持
ち

込
ん
で
い
た
だ
け
る
「
ご
み
臨
時

受
け
入
れ
」
を
、
次
の
と
お
り
行

い
ま
す
。

12月28日(水) 12月21日(水) 12月29日(木) 12月30日(金) 12月30日(金)

12月26日(月) 
(12月22日(木) 
正午までに環 
境課へお申し 
込みください)

缶・くず瓶 資源瓶 
その他 
プラスチック 

ペットボトル 古紙・布類 
粗大ごみ 
（有料回収） 

燃やせるごみ 

臨時収集 
月・木コース 
12月29日(木)

臨時収集 
火・金コース 
12月30日(金)

年末のごみ収集の最終日 

１月11日(水) １月４日(水) １月10日(火) １月４日(水) １月６日(金)

１月16日(月) 
(１月13日(金) 
までに環境課 
へお申し込み 
ください)

缶・くず瓶 資源瓶 
その他 
プラスチック 

ペットボトル 古紙・布類 
粗大ごみ 
（有料回収） 

燃やせるごみ 

月・木コース 
１月５日(木)

火・金コース 
１月６日(金)

年始のごみ収集の開始日 

12月のし尿のくみ取りは、一度

に集中します。12月中のくみ取り

を希望される人は、必ず12日（月）
までに㈱明和クリーンへお申し込

みください。

※詳しくは、同社（TEL52-5517）
へ。

年
末
の

し
尿
の
く
み
取
り

申
し
込
み
は
お
早
め
に

年
末
の

ご
み
臨
時
受
け
入
れ

年年
末末
年年
始始
のの

ごご
みみ
・・
資資
源源
化化
物物
回回
収収
日日

のの
おお
知知
らら
せせ
とと
おお
願願
いい

■
と
き

12
月
29
日
（木）
・
30
日

（金）

午
前
８
時
30
分
〜
正
午

と
午
後
１
時
〜
４
時
45
分

■
持
ち
込
め
る
ご
み
の
種
類
　
燃

や
せ
る
ご
み
、
缶
・
く
ず
瓶
、

粗
大
ご
み
（
た
だ
し
、
家
電
リ

サ
イ
ク
ル
法
対
象
４
品
目
の
テ

レ
ビ
・
冷
蔵
庫
・
洗
濯
機
・
エ

ア
コ
ン
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ

ん
。
こ
れ
ら
の
処
理
方
法
は
、

『
ご
み
集
積
所
収
集
カ
レ
ン
ダ

ー
』
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

■
料
金

燃
や
せ
る
ご
み
＝
有
料

▽
缶
・
く
ず
瓶
、
粗
大
ご
み
＝

60
キ
ロ
以
下
は
無
料

※
年
末
年
始
は
、
毎
年
清
掃
工
場

が
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
で
き

る
だ
け
通
常
収
集
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
な
お
、
年
始
は
１
月
４
日

（水）
か
ら
業
務
を
開
始
し
ま
す
。

【
ハ
ッ
ピ
ー
マ
ン
デ
ー
】
の
ご
み

収
集
に
つ
い
て

ハ
ッ
ピ
ー
マ
ン
デ
ー
に
あ
た
る

平
成
18
年
１
月
９
日
（月）
は
成
人

の
日
で
祝
日
で
す
が
、
「
月
・
木

コ
ー
ス
」
の
燃
や
せ
る
ご
み
の
収

集
を
行
い
ま
す
。
た
だ
し
伊
勢
広

域
清
掃
工
場
へ
の
一
般
持
ち
込
み

は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
環
境
課
（
TEL
52-

７
１
１
７
）
へ
。



「
夕
暮
れ
時
、
ち
ょ
っ
と
早
め
の
ラ
イ
ト
・
オ
ン
運
動
」

12
月
31
日
ま
で
の
２
カ
月
間
。
た
だ
今
実
施
中
で
す
。

例
年
、
日
没
時
間
が
早
く
な
る
こ
の
時
期
は
、「
夕
暮
れ
時
」
と

「
帰
宅
ラ
ッ
シ
ュ
時
間
帯
」
と
が
重
な
っ
て
、
夕
暮
れ
時
に
交
通
事

故
が
多
発
し
ま
す
。

●
自
動
車
・
二
輪
車
利
用
者
（
夕
暮
れ
時
の
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
）

夕
暮
れ
時
は
、
ち
ょ
っ
と
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
に
心
掛
け
、
日

没
後
は
必
ず
点
灯
し
ま
し
ょ
う
。

●
歩
行
者
・
自
転
車
利
用
者
（
夜
光
反
射
材
の
着
用
推
進
）

夕
暮
れ
時
や
夜
間
の
外
出
時
は
明
る
い
服
装
と
夜
光
反
射
材
を

着
用
し
ま
し
ょ
う
。

「
年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動
」

12
月
11
日
（日）
か
ら
20
日
（火）
ま

で
の
10
日
間
に
実
施
さ
れ
ま

す
。
今
回
の
重
点
目
標
は
、
次

の
３
点
で
す
。

①
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

②
飲
酒
運
転
の
追
放

③
自
転
車
の
安
全
利
用

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
交
通

安
全
に
努
め
、
無
事
故
で
新
年
を
迎
え
ま
し
ょ
う
！

121212

町 民 バ 
ス に 乗 っ て み ま せ ん 

か ！ 

家
族
や
同
僚
が
も
し
も
の
と

き
、
救
命
の
手
助
け
が
で
き
る
講

習
会
を
行
い
ま
す
。

■
と
き

12
月
18
日
（日）

午
前

９
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ

中
央
公
民
館

■
講
習
内
容

①
応
急
手
当
の
重

要
性
②
心
肺
蘇
生
（
そ
せ
い
）

法
お
よ
び
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
法

（
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
・
人
工
呼

吸
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
③
大
出
血
時
の

普
通
救
命
講
習
会
を

開
催

シ
リ
ー
ズ
『
自
分
の
身
は
自
分
で
守
ろ
う
！
』

み
ん
な
無
事
故
で
新
年
を
！

〜
「
夕
暮
れ
時
、
ち
ょ
っ
と
早
め
の
ラ
イ
ト
・
オ
ン
運
動
」
と

「
年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動
」
〜

交
通
安
全
協
会
の
交
通
安
全
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
５
人
と
明
和
交
番
の

警
察
官
２
人
を
講
師
に
迎
え
た
交

通
安
全
教
室
が
10
月
24
日
、
斎
宮

幼
稚
園
で
園
児
１
６
３
人
が
参
加

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
教
室
は
、
体
験
を
通
し
て

園
児
が
交
通
ル
ー
ル
を
身
に
つ
け

ら
れ
る
よ
う
に
と
毎
年
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。

園
児
た
ち
は
交
通
安
全
の
ビ
デ

オ
を
見
た
後
、
園
庭
に
造
ら
れ
た

模
擬
交
差
点
で
安
全
な
渡
り
方
を

教
え
て
も
ら
っ
た
り
、
人
形
を
使

っ
て
交
通
事
故
の
怖
さ
を
体
感
し

た
り
し
ま
し
た
。

斎
宮
幼
稚
園
で

交
通
安
全
教
室

寒くて空気が乾燥しているこの時季には、石油ス

トーブや電気ストーブ、石油ファンヒーターなどに

よる火災が毎年発生しています。次の５つのポイン

トを心掛け、ストーブによる火災を起こさないよう

十分注意してください。

●ストーブによる火災を防ぐためのポイント
①ストーブで洗濯物などを乾かさない

②ストーブはカーテンや布団などの燃えやすい物か

ら離して使う

③給油は必ず火を消してから行う

④灯油はほかの燃料と区別して保管する

⑤ストーブは耐震自動消火装置付の物を使う

※詳しくは、明和消防署（TEL52-5600）へ。

止
血
法
（
生
命
に
か
か
わ
る
出

血
）

■
募
集
人
数

30
人

■
受
講
料

無
料

■
募
集
期
間

12
月
１
日
（木）
〜

12
日
（月）
（
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
）

■
申
し
込
み

明
和
消
防
署
で
受

講
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
提
出

■
そ
の
ほ
か

受
講
修
了
者
に

は
、
普
通
救
命
講
習
修
了
証
を

交
付
し
ま
す

※
詳
し
く
は
、
松
阪
地
区
広
域
消

防
組
合
明
和
消
防
署
（
TEL
52-

５
６
０
０
）
へ
。

ストーブによる火災を防ごう



平成18年２月16日から３月15日の確定申

告会場は、昨年に引き続き松阪商工会議所

１階大ホール（松阪市若葉町161-2）です。

●申告会場では、職員がアドバイスをさせ

ていただきながら、ご自身で確定申告書

を作成していただく「自書申告」をお願

いしますので、準備をお早めにお願いし

ます。

●期間中、申告会場は大変混雑しますので、

できるだけご自身で確定申告書を作成し

ていただき、郵送で提出いただきますよ

うお願いします。

●この期間中は、松阪税務署では確定申告

書のご提出のみになりますので、ご理解

とご協力をお願いします。

年金受給者に対する申告説明会
■対象者　平成17年分の所得が公的年金だ

けの人

■とき　平成18年１月26日（木）・27日
（金）・30日（月）・31日（火）の４日
間　午前９時30分～、午後１時～、午後

２時30分～の３回

■ところ　松阪商工会議所１階大ホール

■講師　東海税理士会松阪支部所属税理士

消費税の申告説明会
事業や農業を営んでいる人で、平成15年

分の課税売上高（収入金額）が1,000万円を

超えている人は、「消費税の課税事業者」に

該当することになり、平成17年分から消費

税の申告と納税が必要になります。平成17

年分の消費税の確定申告と納税期限は、平

成18年３月31日（金）です。
■対象者　平成17年分新規課税事業者

■とき　簡易課税＝平成18年２月13日

（月） 午前９時30分～または２月14日

（火） 午後１時～、一般課税＝平成18年
２月13日（月） 午後１時～または２

月14日（火） 午前９時30分～

■ところ　松阪商工会議所１階大ホール

■講師　東海税理士会松阪支部所属税理士

※詳しくは、松阪税務署個人課税部門（松

阪市高町493番地6・TEL0598-52-3024）
へ。
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町
で
は
、
保
育
士
が
欠
員
に
な

っ
た
場
合
に
採
用
す
る
登
録
臨
時

保
育
士
を
、
次
の
と
お
り
募
集
し

ま
す
。

■
勤
務
先

町
立
保
育
所

■
勤
務
時
間

月
曜
日
〜
金
曜
日

の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

15
分

■
登
録
予
定
人
数

数
人

■
応
募
資
格

保
育
士
資
格
を
持

つ
通
勤
可
能
な
人

■
募
集
期
間

随
時
（
土
曜
・
日

曜
・
祝
日
を
除
く
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時
15
分
）

確定申告会場は確定申告会場は
松阪商工会議所です松阪商工会議所です

新成人をお祝いする「成人

式」を、平成18年１月８日

（日）に開催します。
それに伴って教育委員会で

は、昭和60年４月２日から昭

和61年４月１日までに生まれ

た人に、成人式の案内状を送

付済みです。

案内状が届いた人は、12月

10日（土）までに返信してくだ
さい。

なお、対象者で案内状が届

かない人や、「現在は転出し

ているけれど、明和町の成人

式に出席したい」という人は、

ご連絡ください。

教育委員会では、成人式の

受け付けなどを手伝っていた

だく『実行委員会』のメンバ

ーを募集します。

昭和60年４月２日から昭和

61年４月１日までに生まれた

人で、やってみようと思う人

はご連絡ください。

●自分たちで運営しよう

園
教
諭
・
調
理
員
）
、
町
立
小

中
学
校
（
調
理
員
）

■
勤
務
時
間

月
曜
日
〜
金
曜
日

の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

15
分
（
ほ
か
に
、
短
時
間
勤
務

も
あ
り
）

■
応
募
資
格

通
勤
可
能
な
人
。

任
用
条
件
に
よ
り
異
な
り
ま
す

■
募
集
期
間

随
時
（
土
曜
・
日

曜
・
祝
日
を
除
く
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時
15
分
）

■
応
募
方
法

履
歴
書
・
免
許
取

得
者
は
免
許
状
の
写
し
を
教
育

委
員
会
に
提
出

※
詳
し
く
は
、
教
育
委
員
会
学
校

教
育
課
（
TEL
52-

７
１
２
３
）
へ
。

■
応
募
方
法

履
歴
書
・
保
育
士

資
格
書
の
写
し
を
福
祉
課
へ
提

出
※
詳
し
く
は
、
福
祉
課
（
TEL
52-

７
１
１
５
）
へ
。

町
教
育
委
員
会
で
は
、
幼
稚
園

教
諭
・
調
理
員
が
欠
員
に
な
っ
た

場
合
に
採
用
す
る
登
録
臨
時
補
助

員
を
、
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

■
勤
務
先

町
立
幼
稚
園
（
幼
稚

１月８日に
成人式を開催
教育委員会生涯学習課

（TEL52-7124）

登
録
臨
時
保
育
士

を
募
集

幼
稚
園
教
諭
と

調
理
員
の

登
録
臨
時
補
助
員

を
募
集

●案内状は届きましたか
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●申し込み 相談する人の名前

（子どもの場合は生年月日）・

電話番号を、前日までに福祉課

へ

すこやか赤ちゃん教室

●とき・対象児 １月 1 7 日

（火）＝平成17年８月～11月出
生児（未参加の人）

●内容　ベビーマッサージや赤ち

ゃんの遊ばせ方、楽しむ育児に

ついてなど

●講師　チャイルドボディーワー

クセラピスト　中村幸美さん

（助産師）

●ところ 福祉センター

●受付時間 午前９時50分までに

（11時30分終了予定）

●持ち物 母子健康手帳・バスタ

オル１枚・お茶・果汁・ミルク

（必要な人）

●申し込み 定員15人になり次第

締め切り。１月13日（金）まで
に福祉課健康推進係へ

石綿にかかる特別健康相談窓口

●とき　12月21日（水） 午後

１時30分～４時30分

●ところ 三重産業保健推進セン

ター

※ 詳 し く は 、 同 セ ン タ ー

（TEL059-213-0711・ファクス
059-213-0712・Eメール＝mie-

ohpc@miesa npo.jp）へ。

町 民 バ 
ス に 乗 っ て み ま せ ん 

か ！ 

牛
葉
と
金
剛
ヶ
丘
で

が
ん
検
診

〈
牛
葉
公
民
館
〉

■
と
き

平
成
18
年
１
月
26
日

（木）
■
内
容
・
時
間

胃
が
ん
検
診
＝

午
前
７
時
30
分
〜
９
時
30
分
、

乳
が
ん
検
診
＝
午
前
９
時
30
分

〜
11
時

■
料
金
・
定
員

胃
が
ん
検
診
＝

１
０
０
０
円
・
50
人
、
乳
が
ん

検
診
（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

ー
）
＝
７
０
０
円
・
40
人

〈
金
剛
ヶ
丘
公
民
館
〉

■
と
き

１
月
26
日
（木）

■
内
容
・
時
間

子
宮
が
ん
検

診
＝
午
後
１
時
〜
２
時
、
乳
が

ん
検
診
＝
午
後
１
時
〜
２
時
30

分
■
料
金
・
定
員

子
宮
が
ん
検

診
＝
７
０
０
円
・
80
人
、
乳
が

ん
検
診
（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

ー
）
＝
７
０
０
円
・
40
人

※
対
象
は
20
歳
以
上
（
胃
が
ん
検

診
の
み
30
歳
以
上
）
の
人
で
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
。
胃
が
ん

検
診
を
受
け
る
人
は
、
前
日
午
後

９
時
以
降
の
飲
食
は
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。
胃
の
手
術
を
さ
れ
た
人

は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
ボ

タ
ン
や
金
具
の
付
い
て
い
る
下
着

な
ど
の
着
用
は
避
け
て
く
だ
さ

い
。乳

が
ん
検
診
（
医
療
機
関
で
の

実
施
な
し
）
を
受
け
ら
れ
る
人
は
、

バ
ス
タ
オ
ル
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
授
乳
中
の
人
は
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
。
お
申
し
込
み
は
福
祉
課

（
TEL
52-

７
１
１
５
）
へ
。

【卓球大会】

■とき 平成18年２月４日（土） 午前

10時～午後３時30分

■ところ 県身体障害者総合福祉センタ

ー（津市一身田大古曽670番地２）

■内容 卓球（知的障害・身体障害のあ

る人）、サウンドテーブルテニス（視覚

障害のある人）

■申し込み 福祉課にある申し込み書類

を平成18年１月13日（金）までに提出
【ボウリング大会】

■とき 平成18年２月25日（土） 午後

１時～３時

■ところ 津グランドボール（津市垂水

915番地１）

■内容 ボウリング（知的障害のある人）

■申し込み 福祉課にある申し込み書類

を平成18年１月13日（金）までに提出
※詳しくは、同大会事務局（県身体障害

者総合福祉センター内・TEL059-231-
0155・ファクス059-231-0356・Ｅメー

ル＝sport@mie-reha.jp）へ。

第３回障害者スポーツ
大会を開催

明和町商工会が
中部経済産業局長
表彰を受賞

県文化会館で10月27日、

三重県商工会大会が開催さ

れ、明和町商工会が優良商

工会として、中部経済産業

局長表彰を受けました。

10月16日 
～11月15日 

 今年１月 
からの累計 

昨年同時期 
 との比較 

交通事故総件数 

人身事故件数 

負傷者数 

死者数 

物損事故件数 

60件 

12件 

18人 

0人 

48件 

701件 

155件 

225人 

3人 

546件 

＋50件 

－20件 

－20人 

±0人 

＋70件 

■町内の交通事故発生状況（平成17年11月15日現在） 

～命はね　自分で守る　たから物～ 

 

 

町
商
工
会
長
の
小
林
邦
久
さ
ん
。
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歳
月
は
川
の
流
れ
の
よ
う
に
、
絶
え
間
な
く
過

ぎ
去
っ
て
い
き
ま
す
。

一
日
一
日
を
心
豊
か
に
、
心
静
か
に
過
ご
す
こ

と
の
難
し
さ
を
常
日
ご
ろ
か
ら
感
じ
て
い
ま
す
。

過
日
、
多
気
郡
の
五
町
村
長
の
視
察
研
修
を
山

形
県
で
行
い
ま
し
た
。

名
古
屋
空
港
（
小
牧
）
の
風
景
の
寂
し
さ
に
ひ

と
し
お
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
「
セ
ン
ト

レ
ア
中
部
国
際
空
港
」
の
オ
ー
プ
ン
に
伴
い
、
小

牧
は
ロ
ー
カ
ル
空
港
と
化
し
て
し
ま
い
立
体
駐
車

場
や
付
属
施
設
が
解
体
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

か
つ
て
の
喧
騒

け
ん
そ
う

も
過
去
の
も
の
と
な
り
、
人
影

も
ま
ば
ら
で
す
。

空
港
と
共
に
生
き
て
き
た
人
々
の
経
済
状
況
も

大
変
化
を
き
た
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

山
形
は
、
人
情
豊
か
な
土
地
で
あ
る
と
思
い
ま

し
た
。
山
形
県
町
村
会
の
職
員
か
ら
親
切
丁
寧
な

講
話
を
受
け
ま
し
た
。

林
檎

り

ん

ご

が
た
わ
わ
に
実
り
、
紅
花

べ
に
ば
な

が
咲
き
、
食
用

菊
も
至
る
と
こ
ろ
で
栽
培
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

「
閑
か
さ
や
岩
に
し
み
入
る
蝉
の
声
」
で
有
名

な
立
石
寺
に
参
拝
し
ま
し
た
。
五
人
の
町
村
長
と

も
に
健
脚
で
、
千
数
百
段
を
登
り
つ
め
て
、
頂
上

の
開
山
堂
に
た
ど
り
つ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

登
る
人
と
帰
る
人
と
が
互
い
に
激
励
の
言
葉
を
交

し
な
が
ら
、気
持
ち
の
良
い
参
拝
が
で
き
ま
し
た
。

「
芭
蕉
記
念
館
」
で
一
句
を
投
句
し
て
き
ま
し

た
。
特
選
句
に
は
「
こ
け
し
」
が
送
ら
れ
る
と
の

こ
と
で
す
。

多
気
郡
の
町
村
長
の
最
後
の
旅
と
な
り
ま
し

た
。

山
寺
の
霧
に
濡
る
る
も
旅
の
情
　
　
　
　
　
眞
澄

町長サロン

ＭＣ（明和チャイルド）くらぶ

●とき・対象児 1 2月 1 4日

（水）＝平成15年５月生まれ、
平成18年１月18日（水）＝平
成15年６月生まれ

●ところ 福祉センター

●受付時間 午前９時30分までに

●持ち物 母子健康手帳・発達調

査票

１歳６カ月児の健康診査

●とき・対象児 1 2 月９日

（金）＝平成16年５月生まれ、
１月13日（金）＝平成16年６
月生まれ

●ところ 福祉センター

●受付時間 午後１時10分～１時

30分

●持ち物 母子健康手帳・健康診

査票

３歳児の健康診査

●とき・対象児 1 2月 1 6日

（金）＝平成14年５月生まれ、

１月20日（金）＝平成14年６
月生まれ

●ところ 福祉センター

●受付時間 午後１時10分～１時

30分

●持ち物 母子健康手帳・健康診

査票

育児相談と妊産婦指導

●とき・対象者 1 2 月７日

（水）・９日（金）・１月11日
（水）・13日（金）＝乳幼児と
妊産婦で月齢は不問

●ところ 福祉センター

●受付時間 午前９時30分～10

時30分

●持ち物 母子健康手帳

各種検診など
お問い合わせ・詳しくは、

福祉課（TEL52-7115）へ。

総人口 

男 

女 

総世帯 

23,088人　 

11,139人　 

11,949人　 

7,304世帯 

11月の人口 

出生 

死亡 

転入 

転出 

15人 

14人

37人 

61人 

10月中の異動 
 

芭
蕉
の
蝉
の
声
の
寺
を
訪
ね
て
木
戸
口
　
眞
澄
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「
交
通
事
故
、
詐
欺
、
お
ど
し
な

ど
の
犯
罪
の
被
害
に
遭
い
、
警
察
や

検
察
庁
に
訴
え
た
が
、
検
察
官
が
そ

の
事
件
を
起
訴
し
て
く
れ
な
い
」
こ

の
よ
う
な
不
満
を
お
持
ち
の
人
は
、

検
察
審
査
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
や
申
し
立
て
の
費
用
は
一
切
無

料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

検
察
審
査
会
で
は
、
選
挙
権
を
有

す
る
一
般
国
民
の
中
か
ら
「
く
じ
」

で
選
ば
れ
た
11
人
の
審
査
員
が
、
検

察
官
が
事
件
を
起
訴
し
な
か
っ
た
こ

と
の
善
し
あ
し
を
審
査
し
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
津
検
察
審
査

会
事
務
局
（
津
地
方
裁
判
所
内
・
〒

５
１
４
ー
８
５
２
６
津
市
中
央
３
番

１
号
・
TEL
０
５
９
ー
２
２
６
ー
４

１
７
１
）
へ
。

ご
存
じ
で
す
か
？
検
察
審
査
会



介護に要する費用の負担に応じて月

額58,570円～136,880円

②自動車損害賠償責任保険（共済）

の「介護を要する後遺障害」等級第

２級１号・２号で随時要介護の人＝

月額29,290円～54,000円

ただし、事故が平成14年３月31

日以前の人は、等級認定が変更にな

っています。

※詳しくは、独立行政法人自動車事

故 対 策 機 構 三 重 支 所 業 務 課

（TEL0593-50-5188）へ。

県立伊勢まなび高等学校は、昼間

部（午前部・午後部）・夜間部の３

部制からなる、柔軟なシステムの単

位制定時制高等学校（普通科・もの

づくり工学科）です。

◎入試について
【推薦入学・特別選抜】

推薦入学は来春中学校を卒業する

人が対象です。

特別選抜は成人（20歳以上）や、

すでに中学校を卒業している人が対

象です。

■申込期間 平成18年１月26日

（木）～31日（火）
■試験日 平成1 8年２月７日

（火）・８日（水）
■試験内容 作文・面接（自己表現

を含む）

■募集人数 午前部（普通科）・午

後部（普通科）・夜間部（ものづ

くり工学科）とも、推薦枠各20人、

特別枠各４人

【一般選抜】

来春の中学新卒者・中学既卒者・

成人が対象です。

■申込期間 平成18年２月22日

（水）～24日（金）
■試験日 平成18年３月10日（金）
■試験内容 国語・数学の学力検

査、作文、面接

■募集人数 午前部（普通科）・午

後部（普通科）・夜間部（ものづ

くり工学科）とも、各16人

※成人が夜間部を受けられる場合、

学力検査は免除されます。詳しくは、

同校（TEL25-3690）へ。中学生は
学校の先生に尋ねてください。

県立伊勢まなび高等学
校が学生募集
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町 民 バ 
ス に 乗 っ て み ま せ ん 

か ！ 

◇明和町卓球大会（10月16日・総合体育館・参

加30人）（敬称略）

男子上級者の部＝①竹内一徳②山中雄一③吉井

裕貴、男子中級者の部＝①高木春男②小島　勇
③中西博幸、女子上級者の部＝①嶋田道子②荒
木　梢

◇明和町ゲートボール大会（10月25日・ふれあ

い広場芝コート・参加10チーム69人）

①上御糸A②下御糸A③北野

◇多気郡家庭婦人バレーボール大会（10月30

日・斎宮小学校体育館・参加８チーム）

②グレイス③エコーズ

◇多気郡スポーツフェスティバル・テニス大会

（10月30日・明和町テニスコート・参加５町村）

②明和町

◇多気郡スポーツフェスティバル・卓球大会

（10月30日・大台町海洋センター・参加５町村）

（敬称略）

混合ダブルス＝①山中・小坂②井上・嶋田、女
子ダブルス＝①岡田・荒木②嶋田・今西、女子
シングル＝①嶋田道子、男子シングル＝②山中
雄一

◇明和町ソフトボール秋季大会（10月30日・総

合グラウンド・参加６チーム）

①明友会②金剛クラブ

スポーツ結果
12月23日

追追
儺儺

つ

い

な

のの
まま
つつ
りり

「
追
儺
」
と
は
、
平
安
時
代
を

中
心
に
宮
中
で
行
わ
れ
て
い
た

大
み
そ
か
の
行
事
で
す
。
王
朝

人
た
ち
は
目
に
見
え
ぬ
「
鬼
」

を
追
い
払
い
、
新
し
い
年
に
幸

多
か
ら
ん
こ
と
を
願
い
ま
し
た
。

い
つ
き
の
み
や
歴
史
体
験
館

で
は
、
こ
の
追
儺
を
「
追
儺
の

ま
つ
り
」
と
し
て
再
現
し
ま
す
。

斎
宮
歴
史
博
物
館
学
芸
員
に
よ

る
「
追
儺
」
の
お
話
の
後
、
同

館
の
周
辺
を
練
り
歩
き
、
新
年

に
願
い
を
込
め
て
、
け
じ
め
の

矢
を
射
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
と
き

12
月
23
日
（祝）

午
後

１
時
30
分
〜
３
時

■
と
こ
ろ

い
つ
き
の
み
や
歴

史
体
験
館

■
参
加
費

無
料
・
見
学
自
由

■
そ
の
ほ
か

豚
汁
の
振
る
舞

い
、
物
産
品
な
ど
の
販
売
も

あ
り
ま
す

方
相
氏

ほ
う
そ
う
し

・
し
ん
し子
役
を
募
集

陰
陽

お
ん
み
ょ
う

師
と
共
に
追
儺
を
執
り

行
う
４
つ
目
の
仮
面
を
つ
け
た

方
相
氏
と
、
そ
の
後
に
従
っ
て

一
緒
に
体
験
館
を
練
り
歩
く
／

子
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
内
容

子
役
＝
１
人

（
小
・
中
学
生
、
男
女
不
問
、

身
長
１
５
０
㌢
程
度
）
▽
方

相
氏
役
＝
１
人
（
大
人
、
男

性
、
身
長
１
７
０
㌢
以
上
）

■
申
し
込
み

12
月
１
日
（木）
〜

７
日
（水）
（
閉
館
日
を
除
く
）

の
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５

時
に
同
館
へ
電
話
で
（
希
望

者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

※
詳
し
く
は
、
い
つ
き
の
み
や

歴
史
体
験
館
（
TEL
52-

３
８
９

０
）
へ
。

12月23日

追追
儺儺

つ

い

な

のの
まま
つつ
りり
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■とき 平成18年１月１日（祝）
午前６時～

■ところ 大淀海岸（大淀ふれあい

キャンプ場）

※詳しくは、町観光協会（TEL52-
0055）へ。

■とき 12月５日（月）～18日
（日） 午前８時30分～午後10時

■ところ 総合体育館ホール

※詳しくは、同館（TEL52-7130）
へ。

北野凧（たこ）の会では、新年の

大空を彩る「新春たこ揚げまつり」

を、次の日程で開催します。北野の

大だこや小学生のたこなど、たくさ

んのたこが揚がります。

■とき 平成18年１月８日（日）
受付＝午前９時～、たこ揚げ＝午
前10時～午後１時（雨天の場合は

９日（祝）の予定）
■ところ 松阪地区広域消防組合明

和消防署の南側広場

※詳しくは、同会代表・伊串さん

（TEL52-5111）へ。

斎宮歴史博物館といつきのみや歴

史体験館は正月三が日は開館してい

ます。皆さん、お誘い合わせの上お

越しください。

※詳しくは、斎宮歴史博物館

（TEL52-3800）・いつきのみや歴
史体験館（TEL52-3890）へ。

伊勢広域環境組合斎場受け付け・

火葬業務は、平成18年１月１日のみ

休業させていただきます。

※詳しくは、伊勢広域環境組合斎場

（TEL28-5120）へ。

■とき 12月14日（水） 午前９

時30分～正午

■ところ いつき会館

■テーマ おもてなし料理

■持ち物 材料費、エプロン、三角

巾（きん）

■申し込み 12月10日（土）まで
に、食生活改善推進連絡協議会の

森本信子さん（TEL52-5339）ま
たは西山恵子さん（TEL52-0220）
へ

第13回新春町民ソフトバレーボー

ル大会を次のとおり開催します。

■とき 平成18年１月22日（日）
受付＝午前８時30分～、開会式＝
午前９時

■ところ 総合体育館

■参加対象 20歳以上の町内在住・

在勤者で編成するチーム

■競技部門・チーム編成 ブロンズ

の部＝39歳以下の男女各２人

（39歳以上または女性３人も可）、
シルバーの部＝40歳以上の男女各

２人（女性３人も可）、レディー
スの部＝20歳以上の女性４人

■参加費 １チーム1,000円（当日

受付で納入）

■申し込み 12月20日（火）まで
に森　弘明さん（〒515-0324

明和町金剛坂777番地46）へ送付

※実施要項（申込用紙）は、総合体

育館受付に置いてあります。

自動車事故対策機構は、交通遺児

などへ育成資金の貸し付けを行って

います。自動車事故で死亡または重

度の後遺症が残った保護者の子ども

で、０歳から中学生の子どもを対象

に、無利子で貸し付ける制度です。

貸付金額は、子ども１人につき一

時金155,000円、決定月以後月額

20,000円、小学校と中学校入学時に

入学支度金として44,000円です。

返済期間および方法は、20年以内

で月賦などによる均等払いとなって

います。

介護料の支給
自動車事故により頭部、脊髄胸腹

部臓器に損傷を受け、後遺障害の程

度が下記に該当する人が対象となり

ます。

①自動車損害賠償責任保険（共済）

の「介護を要する後遺障害」等級第

１級１号・２号で常時要介護の人＝

交通遺児などへの
育成資金の貸し付け

新春町民ソフトバレーボ
ール大会の参加者募集

14日にいつき会館で
料理教室

年末年始の斎場業務の
お知らせ

博物館と体験館は正月
三が日は開館します

８日に
新春たこ揚げまつり

総合体育館でスポーツ
まつりの写真展を開催

大淀海岸で初日の出を
見る会を開催

納税は忘れず！
今月は下記のとおりです
●町県民税・×

●固定資産税・３期

●軽自動車税・×

●国民健康保険税・９期

●介護保険料・９期



ふるさと会館では、子どもを対象とした読み聞か

せを、おはなし小槌の皆さんが次のとおり行います。

■とき・内容 12月18日（日） 午後２時～＝絵

本「みなみのしまのサンタクロース」、紙芝居

「どうぶつ山のクリスマス」ほか

■ところ ふるさと会館２階ロビー

【今月の休館日】
５日（月）・12日（月）・19日（月）・23日
（祝）・26日（月）・28日（水）・29日（木）・30
日（金）・31日（土）（１月は５日（木）から開館）
※詳しくは、ふるさと会館（TEL52-7131）へ。

５日（月）行政・心配ごと相談（午前９時30分～正午）
12日（月）心配ごと相談（午後１時30分～４時）
19日（月）心配ごと相談（午後１時30分～４時）
26日（月）心配ごと相談（午後１時30分～４時）

●草木染め体験
染料づくりから始める、本格的な草木染め体験で、

今回の染料は「紫根（しこん）」です。紫根はその

名のとおり紫草の根の部分です。古代から「高貴な

色」であった紫色を染めましょう。

■とき 平成18年１月21日（土） 午前10時～午後３

時

■定員 20人

■参加費 800円～

■申し込み 12月１日（木）から来館または電話で
受け付け（先着順）

※詳しくは、いつきのみや歴史体験館（TEL52-3890）
へ。
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【明和町ホームページ】
http://www.town.meiwa.mie.jp

家
族
で
行
う
も
ち
つ
き
も
、
知
人
た
ち
の
参
加
で

20
人
を
超
え
る
わ
が
家
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
に
な
っ

た
。
息
子
た
ち
も
成
人
し
、
杵
を
持
っ
て
く
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
私
た
ち
は
口
を
出
す
だ
け
。

つ
き
た
て
の
も
ち
を
大
根
お
ろ
し
や
き
な
粉
で
食
べ

る
み
ん
な
の
幸
せ
そ
う
な
顔
。
そ
の
光
景
を
一
杯
飲

み
な
が
ら
眺
め
る
大
人
た
ち
の
満
足
げ
な
顔
。
そ
れ

を
楽
し
み
に
今
年
も
、
も
ち
米
を
蒸
す
。

【
裏
・
明
和
ス
ポ
ー
ツ
ま
つ
り
】
町
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
が
出
場
す
る
５
色
玉
入
れ
で
、
い
つ
も
と
違

う
カ
メ
ラ
ア
ン
グ
ル
を
求
め
て
玉
入
れ
の
か
ご
の
真

下
へ
。
競
技
が
始
ま
る
と
、
玉
の
意
外
な
重
さ
に
や

や
後
悔
し
た
。
頭
上
に
降
り
注
ぐ
玉
、
目
前
に
迫
り

来
る
選
手
。
阿
鼻
叫
喚
（
あ
び
き
ょ
う
か
ん
）
の
中
、

必
死
で
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
り
つ
づ
け
た
。
そ
し
て
そ

の
写
真
は
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
。

■最大震度別地震回数（平成17年10月11日～11月10日） 

震　度 

全　国 

明和町 

７ ６強 ６弱 ５強 ５弱 ４ ３ ２ １ 合計 

※役場に設置の計測震度計による。 

※ 

0 0 0 0 1 4 6 22 57 90

0 0 0 0 0 0 0 0 00

今月のお話会・ふるさと会館

今月の心配ごと相談・福祉センター

わたしたちは、ストリート系のヒップホップ

ダンスをしています。平成17年２月に結成し、

４月にスポーツ少年団になりました。現在団員

は、町内外の小学２年生から６年生までの児童

11人です。毎週木曜日に総合体育館で練習して

います。

11月には、青少年のつどいなどに出演しまし

た。練習は大変だけれどみんなで楽しくやって

います。これからもまつりやイベントなどで息

の合ったヒップホップダンスを披露しますので、

皆さん見にきてください。

ただいま団員を募集中。申し込みなどは総合

体育館（TEL52-7130）へ。

DANCE CHILD
（スポーツ少年団）

いつきのみや歴史体験館からのお知らせ

一人で悩んでいませんか？
●「しつけ？それとも虐待？」

【相談窓口】

明和町役場TEL52-7115
中勢児童相談所TEL059-231-5666
●ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）は犯罪です！

【相談窓口】

配偶者暴力相談支援センターTEL059-231-5600
警察安全相談電話TEL059-224-9110・♯9110
松阪警察署TEL0598-53-0110
松阪保健福祉部TEL0598-50-0596
※お気軽に、まずはお電話してください。


